
１ （ ５６６ＭＷ） 、 、６ ５ １０ ３０ 、 Ｂ   伊方発電所 号機 定格電気出力      は 通常運転中のところ  月 日  時  分 保修員が湿分分離加熱器 の
。胴体内部から異常音がしているのを確認した 

、 、１０ ５０ 、１１ ４９ 。　 このため 当該湿分分離加熱器の点検を行うため   時  分から出力降下を開始し   時  分発電機を解列した 念の
、１８ ３７ 、 。ため   時  分 原子炉を停止した 

、 ２ 。　点検の結果 当該湿分分離加熱器内部の蒸気入口部にある蒸気整流板の溶接部 箇所に割れが確認された 

１ Ｂ伊方発電所 号機 湿分分離加熱器 蒸気整流板溶接部の割れについて

､ ､ ､湿分分離加熱器は 高圧タービンで使用した蒸気を低圧タービンで再使用するため 蒸気中の湿分を取り除き 再加
｡ １ ２ ４ 。熱するための設備である 当該湿分分離加熱器と同型式のものは伊方発電所 , 号機に各 台設置されている 

､ 、蒸気整流板は 湿分分離加熱器に流入する蒸気を分配して湿分を効率的に除去し 再加熱するために取り付けられ
。ている 

） 、 ４９ｃｍ（Ａ ） ３７ｃｍ（Ｂ ）蒸気を分配するための内部プレート(仕切板 を固定している溶接部に 長さ約      部 と約      部 の連
（２ ） 。 。続した割れ  箇所 を確認した その他に異常は認められなかった 

湿分分離加熱器の構造

事象発生概要
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。・破面に疲労特有のストライエーション状模様が確認された 
。 、 Ｂ Ａ 。・溶接部には溶け込み不良が認められた また 溶接部ののど厚寸法が 部に比べ 部の方が小さかった 

２ （ ） 、 、・ つの割れが接近し破断したことを示す屈曲 破面観察での段差 が確認されたことより 割れ進展部の起点は 溶け込み不良部および
。 溶接外表面にあることが確認された 

、 ４５ 、 ４．８ｍｍ 、 ３０ 、 ４ｍｍ 。・溶接部は 設計では開先角度  度 深さ     のところ 開先角度約  度 深さ約   であった 
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製作時に開先の加工不良により溶接の溶け込み不良が生じた
、状態で 蒸気整流板がプラント運転中の蒸気の流れによって

、振動したため 
①Ｂ Ａ 、　  部に比べ溶接部のど厚寸法が小さい 部において 疲労

、　　 限を超える繰り返し応力が生じ 割れが発生・進展
② Ａ ､　 さらに 部の割れの発生・進展に伴い 内部プレートが大き

､Ｂ　　 く振動したため  部に割れが発生・進展
。したものと推定される 

、 、　 なお 異常音は 内部プレートの振れによる本体側との接触
。により発生したものと推定される 

湿分分離加熱器　仕様
種類 １ Ｕ横置 段加熱 字管式

温度
℃約180 

最高使用温度

入口
出口 ℃約270 

℃約290 蒸気室側
胴側 ℃約270 

最高使用圧力
約7.5MPa蒸気室側

胴側 約1.2MPa

ストライエーション状模様

① 。 当該蒸気整流板については新品に取り替える 
②１ 、 。  号機の他の蒸気整流板は 十分な強度を確保するために補強を行う 
③ 、 安全面や運転面で重要な機器のうち 流体振動の影響を受ける内部構造

、 、　 物について 溶接事業者検査の対象外であっても 開先検査等の検査を
　 確実に 、 、実施し その記録を維持するよう受注者に要求するとともに これら

、 。　 の実施状況について 当社が確認を行う 
④２ 、 、 、１  号機については 現在 異常音は確認されていないが  号機が運転再

、 。　 開後に発電を停止し 念のため補強を行う 
⑤ 、１，２ 、 、 なお    号機の蒸気整流板は 今回新品に取り替えたものを除き 次

。　 回定検で新品に取り替える 

下面は入口側から約100mm程度溶接

① 当該蒸気整流板
取替後溶接部

補強部材

② 他の蒸気整流板
補強後溶接部

※1 上面は入口側から約180mm程度溶接
※2 下面は入口側から約300mm程度溶接
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